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乾谷・旧山田荘小学校から南西を望む 昭和 22（1947）年カ 

 

柘榴・日出神社から桜が丘を望む 平成 28（2016）年 

 
は
じ
め
に 

 

精
華
町
の
南
部
を
流
れ
る
山
田
川
に
沿
っ
て
、
伝
統
的
な
た
た
ず
ま

い
を
残
す
山
田
・
乾
谷
・
柘
榴
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。 

以
前
は
集
落
の
背
後
に
丘
陵
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
丘
陵
を
開
発
し
て
桜
が
丘
・
光
台
地
区
が
造
成
さ
れ
る
と

地
域
の
景
観
は
大
き
く
変
化
し
、
農
村
部
と
都
市
部
の
新
旧
二
つ
の
風

景
が
並
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

精
華
町
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
っ
て
、
山
田
川
流
域
に
関
す
る
古

絵
図
や
古
文
書
が
近
年
次
々
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
展
示
会
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
初
め
て
一
般
に
公
開
し
、
古

代
か
ら
近
代
に
至
る
地
域
の
景
観
や
地
名
の
変
遷
、
土
地
制
度
の
歴
史

を
た
ど
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

所
蔵
者
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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① 

古
代
の
絵
図 

№
１ 大

和
国

や
ま
と
の
く
に

添
下
郡

そ
う
の
し
も
ぐ
ん

京
北

け
い
ほ
く

班 は
ん

田 で
ん

図 ず

（
部
分
） 

鎌
倉
時
代 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

西
大
寺
所
蔵
（
奈
良
国
立
博
物
館
画
像
提
供
）  

十
三
世
紀
後
半
（
鎌
倉
時
代
）
に
作
成
さ
れ
た
西
大
寺
と
秋
篠
寺
の
所
領
に
関
す
る
絵
図
で
、
八
～
九
世
紀
（
奈
良
・

平
安
時
代
）
の
班
田
図
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

古
代
の
律
令
国
家
は
人
々
に
口
分
田
を
与
え
て
税
（
租
）
を
徴
収
す
る
た
め
（
班
田

は

ん

で

ん

収
授

し
ゅ
う
じ
ゅ

法
の
ほ
う

）、
耕
地
の
区
画
を
碁
盤  
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の
目
の
よ
う
に
整
え
ま
し
た
（
条
里
制
）。 

こ
の
図
は
平
城
京
北
西
部
の
条
里
制
を
描
い
て
お
り
、
三
条
六
里
坂
本
里
が
精
華
町
乾
谷
付
近
、
四
条
六
里
遊
師
里
が

同
町
柘
榴
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
山
田
川
は
「
相
楽
川
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
世
の
山
田
乾
谷
柘
榴
三
ヶ
村
絵
図
（
№
８
）
や
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
乾
谷
村
耕
地
絵

図
面
（
№
12
）
に
お
い
て
、
乾
谷
村
の
山
田
川
南
岸
（
古
川
橋
の
南
西
）
に
「
坂
本
」
と
い
う
小
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
小
字
「
坂
本
」
の
位
置
は
、
京
北
班
田
図
に
基
づ
く
条
里
復
原
図
（
『
大
和
国
条
理
復
原
図
』）
の
「
坂
本
里
」

の
位
置
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。
現
在
、
「
坂
本
」
と
い
う
小
字
名
は
公
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
代
の
条
里

制
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
痕
跡
で
す
。 

な
お
、
条
里
制
の
区
画
に
よ
れ
ば
、
古
代
に
は
乾
谷
や
柘
榴
が
山
背
国
（
山
城
国
、
京
都
府
）
で
は
な
く
、
大
和
国
（
奈

良
県
）
に
所
属
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（『
精
華
町
史
』
本
文
篇
、
二
四
七
頁
）。
乾
谷
や
柘
榴
の
南
側
の
山
裾
一
帯
に
は
、

平
城
京
の
瓦
を
焼
い
た
窯
跡

か

ま

あ

と

（
乾
谷
瓦
窯
跡
・
得
所
瓦
窯
跡
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
和
と
強
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

                        

 
大和国添下郡京北班田図の「遊師里」付近（部分・上が北） 

 

 

乾谷村耕地絵図面の「坂本」付近（部分・上が南） 

山田乾谷柘榴三ヶ村絵図の 

「さかもと」付近（部分・上が南） 

 

※左右の絵図とも東西を流れる 

河川が山田川 
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境
谷
田 

東
坂
本
田 

坂
本
田 

池
内
田 

境
川
辺
田 

北
坂
本
田 

池
尻
田 

坂
合
田 

川
向
田 

古
家
田 

東
遊
師
田 

中
遊
師
田 

西
遊
師
田 

西
遊
師
田 

原
田 

山 山 山 山 山 

添下郡京北三条六里坂本里 添下郡京北四条六里遊師里 

添下郡京北二条五里秋篠里 添下郡京北三条五里秋篠里 添下郡京北四条五里忍熊里 

添下郡京北二条四里桑原里 添下郡京北三条四里忍熊里 添下郡京北四条四里忍熊里 

京
北
班
田
図
に
基
づ
く
精
華
町
付
近
の
条
理
復
原
図 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
大
和
国
条
理
復
原
図
』
を
も
と
に
作
成 

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
作
成
の
「
精
華
町
全
図
」
を
使
用 
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